家族円満子育て
　　　　　　　　能天気を装う50代　持ち家　農家　
当時　義母　伯母　夫婦　長女　長男の６人家族
　「仕事と家庭の両立を図るのなら、同居しかありえない。」それが、両親が働いていて祖父母に育てられた私自身の思いでした。幼少のころ、『渡る世間は鬼ばかり』のドラマの如く、祖父母、両親、叔母２人、兄弟3人の総勢９人家族に包まれ、人間関係の複雑さには敏感で、たくましく育ったから、多少の難しさは理解できていたからかもしれません。
　しかし、23歳で付き合って1ヵ月半で結婚を決め、半年後に結婚して、驚きました。同居の条件が「子どもの面倒を見てもらうこと」だったはずになのに、出産直前になって「いつやめるのか」と義母に問われたからです。義母は伯母がいたものの2男２女の4人を育て、しかも義理の姉と妹と弟の嫁は仕事をやめて子育てに専念していました。つまり、仕事を持ちながら子育てをしている事例がまったくなかったのです。もともと、夫がそのあたりを曖昧にしていたために、生まれる寸前でこの食い違いが発覚。大正生まれの母にとって、女性が働くことがどんなに大変か分かるはずもなく・・・。近所の嫁はみんな家にいて内職しながら農業を助けながらの子育て。なんで家の嫁が・・・、何で年老いた自分が・・・、という思いが強かったのでしょう。祖母の母に対する様子から薄々感じてはいましたが、私自身は祖父母の愛情に包まれて育ったので、疑問など微塵もありませんでした。夫は、私と義母が性格上一緒にいてはうまくいかないことは百も承知の上であったので、曖昧にしていたようでした。
　かくして、見切り発車状態で24歳のとき、長女を出産。跡取り息子を期待した母の失望は大きく、前途多難に思えました。母の都合が悪いときは実家の母に預けての勤務復帰。というより、産後の6週間と延伸2週間の間、育児書片手の私と経験第一主義の義母とは育児方針が合わず、精神的ストレスが溜まって家にいられなかったのが正直なところでした。
そして、長女が1歳9ヶ月の頃に長男誕生。今度は6ヶ月の育児休業をもらったのですが、やはり同居は難しいものです。今度は待望の男児出産だったためか、すんなり子どもの面倒を見てくれまして、ご安泰。さすが、跡取り息子の存在は田舎では大きいと思わずにいられませんでした。
　その間、私が徹底したことは、次の5か条のみです。
	１．絶対、義母の悪口は言わないこと
（夫にも子どもにも義母への感謝の言葉を言うのみにし、言いたいことは直接、義母に話すこと。ただし、あくまで他人であることを忘れず、言葉遣いには最大の注意を払うべし）

２．母の日、母の誕生日、敬老の日の3日は、必ずプレゼントを渡すこと
　　（気に入るかどうかは問題でなく、何かしらの行為で示すべし）
３．生活費や母のこずかいとは別に、年２回のボーナスを夫と相談して渡すこと

（相談しなくて、お互いが渡して倍になったことがあったため）

４．朝、家を出るときは必ず「よろしくお願いします」、帰った時は「遅くなりました。ただいま帰りました。ありがとうございました。」を言うこと
（感謝の気持ちを示し、当たり前に思っていないという意思表示をすべし）
５．夕飯の後は、必ず子どもや義母と会話すること
　　（コミュニケーションをするうちに、心が通じるものだと信ずるべし）


最近は子どもも成長し、5か条もうやむやになってしまったと反省しています。当時は夜、一人で涙を流し、実家へ密かに帰ろうかと思った日々もあったとは思うのですが、忘れてしまって今となっては、思い出せません。これが、家族というものなのかもしれません。いろいろ予想するとおっくうになって息子の嫁とは同居しようとは思いませんが、円満な家族のおかげで子どもたちも、いい子に育ってくれたなあと、子どもにも、夫にも、義母にも感謝する日々です。
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